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平成３１年４月１３日（土）　１３時３０分から１４時３０分まで

上之土地区画整理事業地内（上之地内:都市計画道路交差点）

・上之土地区画整理事業地内で、都市計画道路の熊谷谷郷線の一部整備と第２北大通
　線の全線整備完了に伴い、開通記念式典を開催する。
　セレモニー：信号機灯入れ式、交通安全祈願、テープカット、通り初め
・招待者案(約５０名)
　地元県議会議員、熊谷市議会議長、都市建設常任委員会委員、上之土地区画整理審
　議会委員及び評価員、地元自治会長、関係機関ほか
・整備内容
　①熊谷谷郷線　延長586ｍ、幅員25ｍ（車道16ｍ、歩道4.5ｍ×両側）
　②第２北大通線　延長1,554ｍ、標準幅員20ｍ(車道11ｍ、歩道4.5ｍ×両側）
〈第２北大通線延長内訳〉
　上之土地区画整理区域内：延長434ｍ
　上之土地区画整理区域外：延長610ｍ ミニ工業団地入口から上之土地区画整理まで
　　　　　　　　　　　　　延長510ｍ 東武熊谷線跡地から国道４０７号まで

整備状況と効果

・都市計画道路の状況
　①熊谷谷郷線
　　県道熊谷羽生線の法潤寺前交差点から国道１７号熊谷バイパス上之南交差点まで
　　の約1,750ｍで一部開通(県施工区間約1,200ｍを含む)
　　　※暫定２車線供用開始
　②第２北大通線
　　国道４０７号原島地内から国道１７号佐谷田南交差点までの6,330ｍで全線開通
　　　※２車線供用開始
・第２北大通線整備効果

　　ラグビーワールドカップ２０１９ＴＭの開催に向け、本市の中心市街地を迂回する
　　環状道路が全線開通することによって、放射状道路との連携が強化され、中心市
　　街地の交通渋滞の緩和が図れる。

熊谷谷郷線
　都市計画決定：昭和２１年１０月５日
第２北大通線
　都市計画決定：昭和４８年３月１３日（昭和５３年に現在の延長に延伸）
　事業開始時期：昭和６２年（箱田土地区画整理区域を除く）
　　参考：箱田土地区画整理事業　昭和４８年から施行

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

都市整備部　土地区画整理中央事務所　小澤　ＴＥＬ：０４８－５２７－５３３５

建設部　道路課　宇佐美　 ＴＥＬ：０４８－５２４－１４２１（直通）

熊谷市
記者クラブ取材情報

熊谷谷郷線・第２北大通線　開通記念式典の開催

平成３１年３月２６日発表
担当課：
　土地区画整理中央事務所
　道路課
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　　開　通　区　間

　　　　　　　　　　　　（第２北大通線）

〈　　　　　　　　　　　（熊谷谷郷線）

　

熊谷西環状線

くまピア

都市計画道路

　熊谷谷郷線

　　　総延長Ｌ＝２，６６０m　幅員Ｗ＝２５ｍ

　第２北大通線

　　　総延長Ｌ＝６，３３０ｍ　幅員Ｗ＝２０ｍ

　　熊谷谷郷線・第２北大通線

　　開通記念式典　　　

　　平成３１年４月１３日（土）13:30～

JR籠原駅 ラグビーワールドカップ

2019™日本大会開催会場

開通記念式典会場
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